6月26日　近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
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	報告日
天気
	６月２６日（水）晴れ
気温：（20～26℃）
	報告者
	京都市北区社協　永松
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【39】遠城（滋賀県）・岩井（京都市下京区）・永松（京都市北区）・坂木（大阪府）・坂上（大阪府阪南市）・工藤（大阪市淀川区）・杉下（堺市）・平井（兵庫県姫路市）・森（兵庫県西脇市）・向井（神戸市兵庫区）・上村（奈良県川上村）・望月（和歌山県御坊市）

	役割分担
	【37】運営支援（永松）、マッチング（上村・森・平井・向井）、車両マッチング（杉下・坂木・工藤）、Ｖ受付・資材（遠城）、ニーズ受付/現地調査（望月）、分別管理（坂上・岩井）

	
	7:20 宿舎出発
8:10 センター着・準備開始
8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
8:40 運転ボランティアオリエンテーション
9:05 全体オリエンテーション
9:30 マッチング開始
     現地調査開始
10:15 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
11:00 県内広域支援Pとの連携会議
14:00本部で活動者報告受付（順次対応）
16:00 全班活動終了・翌日準備
17:30 終礼
19:00 センター出発 
21:00 宿舎到着
21:15 振返り
22:00 終了
	<本部以外の動き>
仮仮置場
和倉ヨットハーバー6/20～6/29まで

※熱中症警戒アラート→活動中止
震度5弱以上→活動中止　6/7付事務連絡発出

	報告事項

	●新規受付：5件
　現地調査：一般1件、技術0件、計1件（マッチング0件、キャンセル0件、リアクション待ち0件、完了1件）
●マッチング担当
・上記の状況のとおり。
●現地調査担当
・VCO 1名、丸亀市1名、近ブロ1名　計3名体制
●Ｖ受入れ：県Ｖバス＋現地集合型63名、団体：（団体名不明）9名＝計6名、運転Ｖ4名（車持込）＝計76名
●完了13件、継続0件、キャンセル0件、再調整0件 計13件 残ニーズ数（一般）112件

● 6月30日以降の災害VCの体制が決定。
　 平日は、堀口局長・直課長・谷口氏、県社協2名に加え、県災害VCo等の参加を呼び掛け、7～8名での運営予定で、Vの受入は20名。
　 土・日・祝は、堀口局長・直課長・谷口氏、県内市町社協3名、施設協3名、防災士会3名、民生委員2名、災害VCo2名の17名での運営予定で、Vの受入は60名。（6月30日のみ丸亀市が3名参加）
● 残ケースの全件整理を行い、技術ニーズ・7月以降希望ケース・折り返し待ちケースを除いて74件が現在マッチング可能なケース数であることを確認。内、46件について6月内に活動予定日を確定した。
● 7月以降の七尾市災害VC運営支援に際し、県社協を通して支援Pの派遣を調整することになった。
● 公費取り壊し予定の家屋からの家財運び出しニーズについて、「可能な限り家財の運び出しをお願いしたい」という文言が独り歩きし、「家財を運び出さないと公費解体できない」と誤認されている件について、認識を統一するために全国社協からの通知文書を発出予定とのこと。
● 6月29日の活動予定人数は、現状150名予定。


	今後の主な予定
	·  6/19以降に随時、7月以降の週末型の災害ＶＣ運営に向けて運営協力者の見学が入る。　
（予定）県内市町社協・施設協（高齢・障がい・児童）・民生委員・防災士会・災害VCo
● 6/20～29　和倉ヨットハーバーに仮仮置場を設置
● 7月以降の活動日について
・週末＋火・木曜日で活動予定（仮置場の稼働日に合わせて活動）
・7/2（火） 7/4（木） 7/6（土） 7/7（日） 7/9（火） 7/11（木） 7/13（土） 7/14（日） 7/15（月祝） は活動することが決定。県ボラセンの募集を行う。
・平日の活動日は、ボランティアの定数を２０名程度
・土日祝の活動日は、ボランティアの定数を６０名程度で予定。


	調整課題
・所感等
	● ニーズ件数のみで進捗を判断されていたが、ニーズの全件整理を行ったことで先の見通しが正確に確認し、七尾市災害VCと認識を共通にすることができた。
[bookmark: _GoBack]● 6月30日以降の体制が確定したため、人数規模のイメージを持って引継ぎに際しての活動整理を行っていく。




